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青が島の オカダ トカゲ

疋 田　努 （京大 ・理 ・動物）

第 47回大会
一

般講演要旨

NQtes　on 　the 　Okada　Skink　（Eumeces　 okadae ）

｛rQm 　Aogashima ，　Izu　A τchipelago

TSUTQMU 　 HrKTDA

　オ カ ダ ト カ ゲ は Stejneger（1907） に よ っ て ニホ

ソ ト カ ゲ （E ．latiscutatus〕の 亜 ts　E ．　Z画 鋤 洳 觚 ok −

adae とし て 記載された。 そ の 後，
　 Taylor （1936）は

彼 の E ” meces 属 の モ ノ グ ラ フ の 中で オ カ ダ ト カ ゲ

を独立種 と して 扱 っ て い る 。 しか し，オ カ ダ ト カ ゲ

を独立種 にするか ， 亜種に す るか に つ い て は 異論 が

あ る （Okada，
1939 ；中村 ・上野， 1963 ； Matsui，

1965）。

　青が 島を 除 く伊豆諸島の 島 々，大島，利島、新島

式根島，神津島，≡ 宅島，御蔵島 及 び 八 丈 島 の オ カ

ダ トカ ゲ に つ い て は
， 昨年す で に

， その 島 ご と の 個

体群 の 変異分析 の 結果を発表 した 。 分類は 便宜的 に

Tay ］Qr （1936｝ に従 い ，　 t カ ダ トカ ゲ を独立種と し

て 扱 うと ， 各島の 個体群 は 大 きく 4 つ の race に ま

とめ られ た （疋 田，1975）。

　と こ ろが ，青 が 島 産 Eumeces は 小林 （1955）iこ よ

れ ば ，故岡 田 弥一郎博士 に よ り， オ カ ダ トカ ゲ で は

な く， ニ ホ ン トカ ゲ と同定され て い る。しか し，青

が 島が 八 丈島の さ ら に 南，約 60km に 位置す る孤島

で あ る こ とか ら，こ の よ うな ニホ ン トカ ゲ の 奇妙な

分布 に は 疑 い が持 た れ て い た （原，1976）。

　演者 は 本 種 の 生 息 の 確 認 の た め ，今年 4 月末一5

月始め に
， 青が島を 訪れ，標本を採集 し ， そ の検討

を行 っ た 。 従来，オ カ ダ トカ ゲ の 特徴 と され て きた

形質，す な わ ち，成長 に ともな う体色変化，後鼻板

の 形，胴中央部 の 体鱗列数に つ い て，他の 伊豆諸島

産 の オ カ ダ トカ ゲ と ＝ ホ ン ト カ ゲ （京都産）と 変異

の 比較 を 行 っ た と こ ろ ，青が 島産 の Eumeces は ニ

ホ ン トカ ゲ で は な く，八丈島産と 同 じ race に 属す

る オ カ ダ トカ ゲ で あ る こ とが 明 らか とな っ た 。

核型からみ た テ ンゲ コ ウ モ リ属の系紐分類学的位置

づ け に つ い て

安藤光一
（福大 ・医 ・解剖）

（九大 ・農 。動物）

内田照章，毛利孝之

Phylogenetic 　relationship 　of 　Mu 厂ina　based　on

the 　karyotype

K6 匸CHI 　 AND δ，　 TERu 　AKI 　 UCHIDA ，　 TAKAYUKI

M δRI

　 テ ソ グ コ ウ モ リ 属 （Murfna）は ヒ ナ コ ウ モ リ 科

（Vespertilionldae）の テ ソ グ コ ウ モ リ 亜 科 （Muri−

nlnae ） に 位置づ け られ て い る e しか しなが ら，こ

の 属 の 系統分類学的考察 は 数少 な い 。 演者 らは核型

及び 諸種 の 系統分類学的形質 （前臼歯，肩甲骨 の 烏

口 突起，翼構造，精子 の 核及 び baculumの 形態学

的相違） か ら，こ の 属 の 系統類縁関係 に つ い て 再検

討 した 。 日本産 Man
’
na 　 2 種 （M ．　 aurata ，　 M ．　 te−

ttcogaSter ） の 核型分析 の 結果， 2 種 の 染色体数 は

2n ＝44で あ り，彼等の 常染色体 に は 小 さな 短腕を有

す る 大形 な い し 中形 4対の 染 色体が 認 め られ た （演

者 らは ，こ れ ら の 常染色体 を ST 型 の も の と み な

し た ）。 また 2種間 に は ，明 らか な 核型の 相違が 見

い 出 され た （M ．aurata は FN ；60 であ り， 中形

1対 の SM 型及び 小形 1対 の M ・SM 型常染色体 を

有す るが
，

M ．　 leucogaster は FN ＝58 で あ り，

中形 の SM 型常染色体を欠く）。
ル伝 虚 σ の 核型 と

Vespertilionidaeの 他 の 属 の もの と を 比較した 場 合，

Murina の 核型 の あ り方は ，　 FN の 数値 に お い て か

な りの 相違を示 しなが らも，本質的 に ホ オ ヒ ゲ コ ウ

モ リ属 （Myotis）の もの に 類似 し て い る。　 Vespert−

ilionidae の 中で 最 も原始的な属 と推定 さ れ て い る

Myotis との 核型 の 類似性 は，上述 した 諸形質 か ら

の 結論 と相関す る。すなわち，Murina は Myotis

と同様 の 原始的な形 質 を 保有 して お り，決 し て 前進

的な コ ウ モ P とは い え な い
。 現在 ，

Murina は ， か

な りか け離れた 分類学的位置 で Myotis （ホ オ ヒ ゲ

コ ウモ リ亜科，
Vespertihonlnae ） と 区分 され て い

るが ， Murina は系統分類学的 に Myotis と近 い 閼

係に あ る もの と考 え られ，Murininaeの 設定に つ い

て は ，改め て 再吟味す る必要が あ る もの と考 え る 。

呵

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


